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蜜
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ぶ
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知
る
こ
と
能
は
ざ
る
所
な
り
。
若
し
善
男
子
、
是
の
如
ぎ

功

徳
あ
っ
て
、
阿
褥
多
．
羅
三
貌
三
菩
提
に
於
．
て
退
す
と
い
は
’
－
、
是
の
処
あ
る
こ
と
な
け

ん
。
）

　
　
　
　
　

－
　
　
■
　
　
恒
　
　
－
　
　
－
　
　
・
　
　
◆
　
　
・
　
　
．
　
　
◆
　
　
・
　
　
・

　
⑰
　
お

よ
プ
！
．
、
最
上
の
仏
智
た
る
こ
の
智
を
求
め
て
、
こ
の
．
世
で
五
波
羅
蜜
を

　
　
受
け
て
行
ず
る
も
の
あ
り
と
し
n
－
6
，
r
x
　
（
y
a
，
　
g
　
c
a
　
）
i
i
．
r
a
n
i
i
t
i
i
h
　
p
a
i
h
c
A
，
　
s
a
n
i
a
＝

　
　
cl
a
（’

ha
　
y
a
r
t
a
t
e
＝
言
づ
言
弓
弓
憤
ヲ
、
u
v
．
　
a
n
t
o
　
b
u
d
d
h
a
－
j
r
）
a
n
a
r
n
　
a
n
u
＝

　
　

こ
巴
．
P
コ
ニ
嵩
　
　
若
し
人
仏
陣
．
心
を
求
5
5
　
八
十
万
億
　
那
川
佗
の
劫
数
二
於
て

　
　

五
波
口
維
蜜
を
行
ぜ
ん
）
。

　
　
　
　
　
，
　
　
－
　
　
■
　
　
－
　
　
i
　
　
－
　
　
l
　
　
－
　
　
－
　
　
－
　
　
・
　
　
．

　
⑳

　
ま
た
忍
辱
を
修
し
て
調
柔
の
地
に
安
住
し
、
堅
持
を
具
え
憶
念
を
具
え

　
　
て

多
く
の
．
四
言
辱
あ
り
て
も
堪
忍
す
る
と
し
よ
う
（
」
）
三
5
公
£
互
目
三
〕
】

　
　
三
□
．
・
．
。
言
念
三
句
b
h
t
i
m
a
u
1
・
1
’
a
t
i
＄
1
h
i
t
c
i
三
ξ
，
［
三
曾
二
三
，
こ
ヨ
曾
プ
も
・
ジ

　
　
國∨
州三
三
三
富
プ
訂
P
ヨ
゜
一
）
巴
三
三
N
ω
＝
　
若
し
復
忍
辱
を
行
じ
て
　
調
柔
の
．
地
に

　
　

住
し
　
設
ひ
衆
の
悪
来
り
加
ふ
と
も
　
其
の
心
傾
動
せ
ざ
ら
ん
）
。

　
倒
　
得
た
り
と
す
る
増
上
慢
に
安
住
す
る
諸
衆
生
あ
り
て
、
か
れ
ら
の
軽
悩

　
　
を
も
仏
智
を
（
求
め
る
）
た
め
に
忍
受
す
．
る
と
し
よ
’
f
i
　
（
y
e
　
c
6
p
a
l
a
i
n
b
h
＝

　
　
i
k
　
a
’
　
1
）
　
s
a
．
　
t
．
v
勾
　
a
d
h
i
m
E
n
O
　
p
r
a
t
．
i
＄
1
1
］
i
t
b
l
．
i
　
1
　
k
u
t
s
a
n
a
i
p
　
c
a
　
s
a
h
e
t
　
t
e
＄
仙
r
p

　
　
巨
（
三
言
－
言
昌
9
｝
鼻
言
日
コ
江
i
l
　
2
4
＝
　
諸
の
有
ゆ
る
得
法
の
者
の
　
増
上
慢
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
一
．
・

　
懐
け
る
　
斯
れ
に
軽
し
め
悩
ま
〉
．
－
」
れ
ん
　
是
の
如
べ
．
．
・
を
も
亦
能
く
忍
ば
ん
）
。

，

　
－
　
－
　
－
　
・
　
－
　
・
　
・
　
＋
　
－
　
－
　
・

⑳
　
ヱ
、
の
勇
者
は
禅
定
に
よ
っ
て
日
．
取
上
の
菩
提
を
求
め
、
「
わ
れ
ぱ
一
切
智

　
者
に

な
ろ
う
」
と
、
禅
波
羅
蜜
に
至
る
ヒ
し
L
s
t
o
　
（
t
e
n
a
　
c
l
h
y
i
i
n
e
i
i
a
　
s
o

　
v
i
r
a
］
］
　
p
r
E
i
r
t
h
a
．
y
O
d
　
b
o
d
h
i
m
　
u
t
t
a
m
t
i
m
　
1
E
二
p
巴
づ
　
o
◎
》
・
警
昌
　
｝
二
m
ρ
H
之
o
」
コ
O

　
（
；
）
、
鋤
ゴ
a
p
d
．
　
r
a
m
i
t
a
n
i
　
g
a
t
．
a
V
　
［
1
　
2
8
　
E
i
　
此
の
一
心
の
．
福
を
持
っ
て
　
無
上
道
を

　
願

求
し
我
一
切
智
を
得
〆
．
、
諸
の
樺
主
の
際
を
尺
く
さ
ん
と
）
。

●
　
●
　
◆
　
■
　
■
　
■
　
・
　
◆
　
T
　
・
　
－
　
・

6
0
、
　
し
か
る
に
女
人
も
し
く
は
男
子
あ
っ
て
、
わ
れ
の
寿
命
を
聞
い
て
、
一

　
刹
0
5
で
も
信
ず
る
な
ら
．
ば
、
三
、
の
福
徳
に
無
辺
で
あ
る
（
身
三
つ
9
三
竺
ゴ
p

　
yo
　
g
r
u
t
v
i
L
　
q
．
t
r
i
　
v
a
　
’
p
i
　
p
u
r
u
＄
。
　
’
p
i
　
y
i
　
［
　
e
k
a
－
k
s
．
a
i
］
a
i
p
　
p
i
　
g
r
a
c
l
d
h
［
－
i
t
i

　
三
p
ヨ
｝
）
已
3
．
o
己
但
コ
〇
三
巳
〃
①
ヨ
ニ
ω
O
「
　
善
男
女
等
・
あ
っ
て
　
我
が
辱
ム
叩
を
説
く

　
を
閉
き
　
乃
至
一
念
も
信
ぜ
ば
　
其
の
．
福
彼
に
過
ぎ
ん
）
。

帥
　
疑

と
動
揺
と
猶
豫
と
を
捨
て
、
瞬
時
も
信
解
す
る
な
ら
．
ば
、
そ
の
果
報

　
ぱ

か
く
の
如
く
（
無
辺
）
で
あ
．
r
Q
（
x
，
i
c
i
k
i
t
s
L
f
i
i
p
　
c
a
　
v
a
r
j
i
t
x
・
i
i
　
i
r
i
j
i
t
a
　
n
i
a
＝
＝

　
n

〉’

it［l

n
i
　
c
＾
L
1
　
a
d
h
i
n
i
u
c
〉
、
〔
．
r
i
　
m
u
h
u
r
t
a
T
p
　
p
i
　
p
h
a
l
a
n
二
a
3
y
（
－
d
a
i
n
　
i
d
T
g
a
i
n

　

］1　
3
1
＝
若
し
人
悉
く
一
切
の
諸
の
疑
悔
あ
る
こ
と
な
く
深
心
に
須
輿
も

　
信
ぜ
ん
　
几
共
の
福
此
の
如
く
．
な
る
こ
と
を
物
ご
。

倒
　
わ

れ

も
ま
た
未
来
世
に
は
一
切
の
有
W
に
尊
敬
せ
ら
れ
、
書
提
座
に
坐

　
し
て
、
か
か
る
寿
命
を
示
す
．
で
あ
ろ
う
」
（
と
願
じ
g
l
）
　
（
a
h
a
n
i
　
a
p
〉
r
　
a
n
＝

　
fi

g
a
t
e
　
’
・
l
h
v
a
’
n
i
　
s
a
t
－
k
r
t
a
l
°
1
　
s
a
r
N
，
a
－
d
e
h
i
n
f
i
n
）
1
　
b
o
d
h
i
－
n
］
a
i
）
d
e
　
n
i
＄
i
d
i
t
v
a



　
　
a
y
u
m
　
d
e
．
S
e
＄
y
a
m
　
i
d
r
g
a
m
＝
3
5
＝
　
我
等
も
未
来
世
に
　
一
切
に
尊
敬
せ
ら
れ

　
　
　
て
道
場
に
坐
せ
ん
時
　
寿
を
説
く
こ
と
亦
是
の
如
く
な
ら
ん
と
願
せ
ん
）
。

　
陶

　
深
心
を
具
足
し
所
聞
を
受
持
す
る
と
こ
ろ
の
人
々
は
、
密
意
説
（
－
随

　
　
宜
所
説
意
趣
）
を
識
別
し
、
か
れ
ら
に
は
疑
は
存
在
し
4
T
i
い
　
（
a
d
h
y
［
i
g
a
〉
’
e
n
a

　
　
g
．
a
n
）
p
a
n
n
t
i
b
　
．
g
’
r
u
t
’
a
’
d
h
i
t
r
a
S
　
c
a
　
y
e
　
n
a
r
i
i
h
　
i
　
s
a
q
i
d
h
a
－
b
h
a
＄
y
a
n
i
　
v
i
j
．
i
n
f
t
，
　
n
t
i

　
　
冨
言
笥
言
乞
コ
ニ
日
♂
三
♂
・
乞
⑦
．
一
ω
⑦
　
　
若
し
深
心
あ
ら
ん
者
　
清
浄
に
し
て
質

　
　
直
に
　
多
聞
に
し
て
能
く
総
持
し
　
義
に
随
っ
て
仏
語
之
三
解
せ
ん
　
是
の
如
き
諸

　
　
人
等
　
此
に

於
て
疑
あ
る
こ
と
な
け
ん
）
。

　

〈
第
二
の
略
解
言
趣
〉

　
阿
逸
多

よ
、
お
よ
そ
こ
の
如
来
の
寿
量
の
説
示
と
い
う
法
門
を
聴
聞
し
て
趣

入

す
る
、
（
す
な
わ
ち
）
信
解
し
領
解
し
随
覚
す
る
も
の
は
、
仏
智
を
成
就
せ

し
め
る
べ
き
、
か
れ
よ
り
一
層
無
量
な
る
福
徳
の
生
成
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
（
…

∨
ρ
旨
均
己
9
二
5
ぬ
江
．
昌
已
三
）
養
三
（
三
p
】
一
一
区
。
8
弓
（
芦
2
∋
ρ
，
言
口
昌
o
目
告
＝
ブ
．
四

’

v
a
t
a
r
e
d
　
i
．
　
d
h
i
m
u
c
y
δ
t
t
！
v
a
g
q
巳
h
c
t
；
－
｝
v
a
b
u
c
l
h
y
e
t
a
　
s
o
　
’
s
m
a
d
　
a
p
r
a
m
e
y
a
t
a
r
a
r
r
i

pu
Oy
ab
h
i
s
a
r
p
s
k
c
i
r
r
a
n
i
　
p
r
c
i
s
a
v
e
d
　
b
u
d
d
h
a
－
j
f
］
a
n
a
－
s
a
r
p
v
，
a
r
t
p
n
i
y
a
m
l
　
又
阿

逸
多
、
若
し
仏
の
寿
命
長
遠
な
る
を
聞
き
、
其
の
言
趣
を
解
す
る
あ
ら
ん
。
是
の
人
の
所

得
の
功
徳
限
量
あ
る
こ
と
な
く
、
能
く
如
来
の
無
上
の
慧
を
起
さ
ん
）
o

　

〈
第
三
の
広
為
他
説
V

　
い

わ
ん
や
、
か
く
の
如
き
法
門
を
聴
聞
し
聴
聞
せ
し
め
読
涌
し
受
持
し
書
写

し
書
写
せ
し
め
て
経
巻
と
な
せ
る
も
の
を
…
…
恭
敬
し
尊
重
し
讃
歎
し
供
養
し
、

49

敬
せ
し
め
る
も
の
は
、
仏
智
を
成
就
せ
し
め
る
べ
き
、
よ
り
多
く
の
福
徳
の

　
　
　
　
　
法
華
経
に
お
け
る
上
慢
の
四
衆
と
の
関
係
よ
り
見
た
る
菩
薩
行
（
そ
の
五
）
（
伊
藤
）

生
成
を
生
ず
る
だ
ろ
う
（
ぎ
言
］
・
三
5
7
〈
江
。
ぺ
ρ
巨
ρ
∋
。
ξ
召
－
「
［
三
ρ
ヨ
（
三
p
「
ヨ
ρ
－

pa
ry
it　

y
a
T
p
　
g
r
T
］
u
〉
，
，
i
c
　
c
h
r
（
i
v
a
y
e
d
　
v
a
c
a
y
e
d
　
d
h
i
i
r
a
y
e
d
　
v
a
　
l
i
k
h
e
d
　
x
，
i
L
　
I
i
k
h
＝

3
β
竺
ー
，
a
　
p
u
s
t
a
k
a
－
g
a
t
a
r
T
i
x
．
a
－
　
s
a
t
－
k
u
r
y
i
．
　
d
　
g
u
r
u
－
k
u
r
y
a
n
　
n
i
i
L
n
a
y
c
t
　
p
u
－

jaye
t
　
s
a
t
l
＾
a
U
r
a
y
e
d
…
b
a
h
u
t
a
．
　
r
a
r
p
　
p
u
r
p
y
．
i
b
h
i
s
a
r
p
s
k
a
U
r
a
ヨ
　
p
r
a
s
a
v
e
d
　
b
u
d
d
h
a
－

言
勃
コ
p
苔
己
〆
，
a
r
t
a
n
i
y
a
i
n
　
1
1
　
何
に
況
ん
や
、
広
く
是
の
経
を
聞
き
、
若
し
は
人
を
し
て

も
聞
か
し
め
、
若
し
ば
自
ら
も
持
ら
、
若
し
は
人
を
し
て
も
持
た
し
め
、
若
し
ほ
・
目
ら
も

書

き
、
若
し
は
人
を
し
て
も
書
か
し
め
、
…
…
経
巻
に
供
養
せ
ん
を
や
。
是
の
人
の
功
徳

無
量
無
辺
に
し
て
、
能
く
一
切
種
智
を
生
ぜ
ん
）
。

　

〈
第
四
の
深
信
観
成
V

　
か

の

善
男
子
・
善
女
人
に
し
て
、
こ
の
如
来
の
寿
量
の
説
示
の
法
門
を
聴
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ゼ
　
パ
　
　
へ

し
て
深
心
を
も
っ
て
信
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
、
か
れ
の
そ
の
深
心
の
特

パ相
は
、
こ
の
よ
う
に
知
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
わ
れ
が
霊
鷲
山
に
い

ま
し
て
、
菩
薩
衆
に
囲
逡
せ
ら
れ
菩
薩
衆
に
恭
敬
せ
ら
れ
声
聞
衆
の
た
だ
中
に

あ
っ
て
、
法
を
説
示
し
て
い
る
の
を
、
か
れ
は
見
る
で
あ
ろ
う
（
》
、
ロ
念
．
－
v
　
i
l
）
1
　
1
1
n
l

ご
自
る
σ
つ
箕
、
身
豆
－
℃
日
∋
昌
今
コ
一
三
つ
5
召
合
e
∋
P
℃
p
日
る
2
ヨ
ξ
已
ご
、
隅
、
【
二
巨
勢
婁
1
1

e
n
tL

d
l
）
i
i
n
u
e
y
a
t
e
　
t
a
d
t
U
L
　
t
a
s
y
（
’
d
a
n
i
　
a
d
h
y
a
“
a
y
a
－
l
a
k
s
a
o
a
r
p
　
v
e
d
i
t
a
v
y
，
a
n
i
　
y
a
c
l

u
ta
　
G
r
d
h
r
a
k
（
i
t
f
t
，
　
－
p
a
r
v
a
t
a
－
g
a
t
a
n
i
　
i
n
i
，
　
r
p
　
d
h
a
r
n
i
a
q
i
　
n
i
r
d
c
“
a
y
a
n
t
a
n
i
　
d
r
a
k
＄
＝

匂
p
こ

一　
阿
逸

多
、
若
し
善
男
子
・
善
女
人
、
我
が
仔
命
長
遠
な
る
を
説
く
を
聞
い
て
深

心
に

信
解
せ

ば
、
則
ち
為
れ
仏
常
に
苔
閣
魎
山
に
在
し
て
、
大
菩
薩
・
諸
の
声
聞
衆
の
囲

続
せ
る
と
共
に
説
法
す
る
を
見
、
…
…
若
し
能
く
是
の
如
く
観
ず
る
こ
と
あ
ら
ん
者
は
、

当
に
知
る
べ
し
、
是
れ
を
深
信
解
の
相
と
な
つ
く
）
。
ま
た
わ
が
こ
の
仏
国
た
る
娑
婆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1



　
　
　
　
　
　
法
華
之
化
研
究
（
第
二
十
一
号
）

世
界
が
瑠
璃
よ
り
成
り
平
地
で
あ
．
り
金
縄
で
八
道
が
界
さ
れ
宝
樹
に
厳
飾
さ
れ

て
い
る
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
（
三
ω
目
日
∋
。
言
会
一
言
‘
言
。
Z
。
三
ψ
言
「
一
二
・
ぎ
・

（言
｛
ξ
・
、
皇
・
づ
、
，
i
－
n
i
a
y
i
n
i
　
s
a
i
i
i
a
－
p
r
a
s
t
a
r
a
T
p
　
d
r
a
k
＄
y
E
　
t
i
　
s
u
v
a
r
o
a
－
s
i
i
t
i
’
t
l
b
’
t
c
i
－

pa
da
，
v
i
n
a
d
d
h
　
i
i
　
n
i
　
r
a
t
n
　
a
－
v
r
k
s
．
a
i
r
　
v
i
c
i
t
r
i
t
i
7
t
m
］
　
〉
〈
．
此
の
娑
婆
世
界
共
の
地
瑠

璃
に
し
て
川
．
然
．
平
正
に
　
閻
浮
檀
金
以
て
　
八
通
を
界
ひ
、
宝
樹
行
列
し
、
）
。
ま
た
諸
菩

薩
が
そ
こ
に
お
け
る
所
用
の
楼
閣
に
住
す
る
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
（
言
三
慧
「
P

P
a
i
，
i
b
h
o
g
e
．
g
．
u
　
c
i
i
t
r
a
　
b
o
d
h
i
E
a
t
／
t
v
a
－
n
　
n
i
v
a
s
a
t
o
　
c
］
r
a
k
＄
y
a
t
二
　
諸
台
後
観
皆
悉

く
宝
を
も
っ
て
成
じ
、
其
の
菩
薩
衆
成
く
其
の
中
に
処
せ
る
を
見
ん
）
。
…
…

解
析
構
成

　
⑥

　
〈
肯
定
の
対
象
と
な
る
人
間
像
は
、
1
〈
，
心
信
解
な
い
し
深
心
信
解
の
善

男
丁
∴
吉
女
人
で
あ
．
る
〉

　
善
男
子
（
k
u
l
a
－
I
）
三
昌
）
・
善
“
：
　
人
　
（
k
u
l
a
－
c
l
u
h
i
t
r
）
　
t
！
　
i
て
、

　
　
∧第
一
の
一
念
信
解
〉
如
来
の
寿
量
の
説
示
の
法
門
（
～
二
h
i
L
g
a
t
’
，
f
i
y
u
＄
－
p
r
，
1
＝

∋
3
ρ
－
巳
乙
・
5
三
一
5
三
5
も
自
〉
・
自
、
渓
仏
万
命
長
遠
）
が
説
示
さ
れ
る
と
き
、
↓
（
念

の
）
心
に
発
起
す
る
信
解
を
生
じ
信
受
を
作
す
な
s
D
t
；
　
（
c
k
a
c
i
t
t
O
t
p
．
i
．
d
i
k
a
r
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
さ
　
も
　
も

a
c
l
h
i
i
n
u
k
t
i
『
　
u
t
p
a
T
d
i
t
a
r
’
b
h
i
g
r
a
d
c
l
a
d
h
a
’
n
a
t
a
－
ベ
［
l
　
k
T
t
a
能
生
二
一
念
信
解
一
）
、
（
五

波
羅

蜜
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
そ
の
百
分
の
一
に
も
及
ば
な
い
と
こ

ろ
の
）
福
徳
の
生
成
（
p
u
　
i
．
i
　
y
a
b
h
　
i
　
s
a
　
r
l
i
　
s
k
　
a
－
　
i
，
a
）
・
善
の
U
I
成
（
l
c
u
g
a
］
i
b
h
i
s
a
T
p
s
k
a
－
r
a
．
）

を
生
ず
る
だ
ろ
う
（
所
レ
得
功
徳
。
無
レ
有
二
限
凡
三
）
。
別
言
す
れ
ば
、
．
0
0
．
如
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二

寿
命
を
聞
い
て
、
　
．
利
那
で
も
信
ず
る
（
〔
三
三
で
：
∋
。
ヨ
●
…
ξ
三
く
四
寡
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

k
g
a
i
）
a
i
p
　
p
i
　
S
r
a
d
d
h
，
i
t
i
　
i
・
i
a
j
’
t
s
，
＿
：
t
T
k
l
〈
；
7
乃
至
二
一
念
信
解
二
な
ら
ば
、
す
な
わ

　
く

ち
団
疑
・
動
揺
・
猶
豫
を
捨
て
瞬
時
も
信
解
す
る
（
／
・
」
ユ
三
雰
帥
日
〔
ρ
奉
ユ
一
巨
餌

ii’
］

jit［i

　
m
a
n
y
i
t
．
i
n
i
　
c
a
，
　
a
d
h
i
m
u
c
y
e
n
　
m
u
h
t
；
’
t
a
q
l
悉
無
レ
有
二
一
切
諸
疑
些

深
心
須

輿

信
）
な
ら
ば
、
⑰
最
上
の
仏
智
を
求
め
て
五
波
羅
蜜
を
受
け
て
行
ず
る

も
の
（
壌
、
艮
…
p
i
u
’
a
i
i
i
i
t
［
i
b
　
p
n
i
i
c
a
　
s
a
i
n
i
d
a
y
a
…
v
a
r
t
p
t
e
…
g
a
v
e
＄
a
t
o
　
b
u
c
l
d
h
a
－

言
弓
o
∋
p
］
、
三
雰
「
ヨ
’
一
行
人
求
二
仏
慧
一
…
…
行
二
五
波
羅
蜜
二
よ
り
も
’
陶
そ
の
福

徳

（p
u
T
）
y
a
福
）
・
㎝
：
－
〈
L
“
．
　
（
p
h
a
l
a
福
）
は
無
辺
（
p
毒
三
ρ
）
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
倒
わ
れ
も
ま
た
未
来
世
に
は
菩
提
座
に
坐
し
て
か
か
る
寿
命
を
示
す
べ
し

（げ
a
三
－
∋
↑
三
言
昌
一
誓
三
ブ
．
鋤
芸
三
づ
戸
ざ
8
田
。
∋
三
三
均
∋
我
等
未
来
世
…
…
坐
二
於

道

場
一
時
　
説
存
亦
如
・
口
疋
）
と
（
願
じ
て
）
、
㈹
深
心
を
具
足
し
所
聞
を
受
持
す
る

人

（
ρ
＾
ニ
ジ
勢
3
．
つ
；
塁
ヨ
〕
＾
三
コ
昌
刀
コ
一
」
、
鋤
〔
；
剖
祭
〔
ρ
司
。
コ
自
巴
）
若
有
二
深
心
一
者

　
諸
浄
而
質
直
多
聞
能
総
持
）
と
し
て
、
随
宜
所
説
意
趣
を
識
別
し
て
疑
が
な
い

（s
a
i
p
d
h
a
J
－
b
h
a
’
＄
y
a
i
p
　
v
i
j
t
i
n
a
n
t
二
脳
三
＾
竃
：
三
〇
二
（
三
〇
｛
○
随
レ
義
解
二
仏
語
一
…
…
於

レ

此
無
レ
有
レ
疑
）
。

　
　
〈第
二
の
略
解
、
　
．
．
口
趣
〉
如
来
の
寿
量
の
説
示
と
い
う
法
門
を
聴
聞
し
X
J
　
（
t
a
＝

thaL
ga
t’

ci

y
u
＄

－
p
r
a
n
i
a
H
o
a
．
－
n
i
r
d
e
S
a
i
p
　
d
h
a
．
n
］
a
－
p
a
r
y
t
”
L
y
a
r
p
　
g
r
u
t
v
a
若
有
・
聞
二
仏

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
ハ

寿
命
長

遠

二

趣

入
す
r
O
　
（
a
y
a
t
a
r
e
t
＝
C
U
g
解
・
領
解
・
随
覚
す
る
a
d
h
i
m
u
c
y
e
t
．
i
v
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　
　
　
て
　
ヘ
　
へ

p
σq

倒
ぎ
合
ξ
σ
已
〔
】
三
．
＾
．
ご
ー
解
其
言
趣
二
な
ら
ば
、
仏
智
を
成
就
す
る
べ
き
（
げ
z
o

（

庄
】
田
，
言
ロ
コ
P
巴
己
！
，
2
竺
三
〉
、
ρ
能
起
二
如
来
無
上
之
培
三
）
…
…
よ
り
一
層
の
無
量
な

る
福
川
徳
の
“
生
成
を
生
l
ず
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
て
　
　
　
　
へ
　
　
て
　
　
ゼ
　
　
ヤ
　
　
て

　

〈
第

三
の
広
為
他
説
〉
聴
聞
し
聴
聞
せ
し
f
i
｝
　
（
g
T
o
u
y
a
c
　
c
h
r
a
v
i
．
　
y
e
t
広
聞
二
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
パ
　
　
て

経
一
若
教
二
人
聞
i
）
…
…
受
持
し
（
ユ
忌
田
｝
る
［
若
自
持
若
教
二
人
持
二
…
…
書
写
せ
し

ヤ

　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

め
て
経
巻
と
な
せ
る
も
の
を
…
…
恭
敬
せ
し
め
る
（
三
合
言
p
吉
△
旨
勺
蒙
け
p
ぎ
・

ga
t
a
l
p
…
s
a
t
－
k
i
u
’
a
y
e
t
供
ゴ
養
経
巻
一
）
な
ら
ば
、
…
…
よ
り
多
く
の
福
徳
の
生
成

を
生
ず
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　

〈
第
四
の
深
信
観
成
〉
聴
聞
し
て
深
心
を
も
っ
て
信
解
す
る
（
沿
（
三
る
旨
芸
〒

公

合
一
旨
ろ
∨
2
烏
深
心
信
解
）
な
ら
ば
、
わ
れ
が
霊
鷲
山
に
い
ま
し
て
…
…
法
を
説

示
し
て
い
る
の
i
Q
－
J
　
（
G
r
d
h
r
a
k
U
t
a
－
p
a
r
y
a
t
a
－
g
：
　
t
a
r
p
　
i
n
a
’
i
p
　
d
h
a
r
i
n
a
r
l
i
　
n
i
r
d
e
S
＝

a
y
a
n
ta
m
我
常
在
二
袴
闇
魎
山
一
…
…
説
・
法
）
、
…
…
わ
が
仏
国
土
と
し
て
娑
婆
世

界
が
…
…
宝
樹
に
厳
飾
さ
れ
て
い
る
の
く
－
j
　
（
n
］
e
　
b
u
d
d
h
a
－
k
＄
c
t
r
p
n
i
　
S
a
h
a
r
p

三
6
△
】
ピ
江
已
ヨ
・
’
・
r
a
t
n
a
－
v
r
k
s
a
i
r
　
v
i
c
i
t
r
i
t
，
i
n
i
此
娑
婆
世
界
…
…
宝
樹
行
列
…
…
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

成
）
見
る
（
d
l
，
a
］
｛
＄
y
p
t
i
見
）
と
い
う
深
心
の
特
相
（
沿
合
ソ
蕊
首
ぺ
p
－
巨
ち
ρ
o
p
深
信

解
相
）
を
も
つ
だ
ろ
う
。

　
⑥
　
〈
否
定
の
対
象
と
な
る
人
間
像
は
増
上
慢
に
安
住
す
る
衆
生
で
あ
る
〉

　
増
上
慢
に

安
住
す

る
衆
生
（
苔
二
之
翻
乞
三
ヨ
昌
。
苫
p
三
二
邑
昌
懐
二
於
増
上

慢
二
は
、
（
未
得
で
あ
る
の
に
）
得
た
り
（
ξ
〔
二
〔
二
己
）
三
｛
勘
ゲ
得
レ
法
者
）
と
し
て
、

（
五
波
羅

蜜
を
受
け
て
行
ず
る
も
の
を
）
軽
悩
（
ご
（
S
旨
所
軽
悩
）
す
る
。

あ

る⑥V
〈
止
揚
の
対
象
と
な
る
人
間
像
に
五
波
羅
蜜
を
受
け
て
行
ず
る
曹
薩
で

法
華
経
に
お
け
る
上
慢
の
四
衆
と
の
関
係
、
（
り
見
た
ち
注
薩
行
（
そ
の
五
）
（
伊
藤
）

　
こ
の
菩
薩
は
般
若
を
除
く
（
v
i
r
a
h
i
t
a
h
　
p
r
a
j
f
i
a
－
p
a
r
a
m
i
t
a
y
a
）
布
施
・
持
戒
・

忍
持
・
禅
定
の
五
波
羅
蜜
を
受
け
て
行
ず
る
の
で
あ
り
、
こ
と
に
◎
四
言
辱
（
る
u

ri

bh
i
L
s
a
悪
）
を
堪
忍
（
＜
言
夢
∋
其
心
不
二
傾
動
一
）
し
、
⑳
軽
悩
を
忍
受
（
へ
゜
。
ρ
ヲ

能
忍
）
し
て
、
⑳
禅
定
に
よ
っ
て
一
切
智
者
に
な
ろ
う
と
禅
波
羅
蜜
に
到
る
（
富
コ
旬

dhya
y
e
n
a
…
　
a
，
　
h
a
　
i
p
　
E
y
　
，
i
　
i
n
　
i
t
i
　
s
a
r
べ
a
j
r
i
o
　
d
h
y
a
n
a
－
p
a
r
a
m
i
t
a
－
r
p
　
g
a
t
a
h
持
二
此

一
心
福
一
…
…
我
得
二
切
知
日
一
尽
・
諸
禅
定
際
一
）
。
こ
の
菩
薩
は
般
若
経
の
菩
薩
を

予
想
せ

し
め
る
。

　
◎
　
一
念
信
解
な
い
し
深
心
信
解
（
な
い
し
深
信
観
成
）
の
善
男
善
女
と
増

上
慢
に

安
住

す
る
衆
生
な
い
し
行
五
波
羅
蜜
の
菩
薩
と
の
決
定
的
な
分
岐
点
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

如
来
の
寿
量
の
説
示
の
法
門
↑
如
来
の
寿
命
）
を
聴
聞
し
一
心
に
発
起
す
る
信

ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

解
に
よ
っ
て
信
受
す
る
↑
一
刹
那
に
信
ず
る
ー
疑
を
捨
て
て
信
解
す
る
）
な
い
し
信

へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
へ

心

を
も
っ
て
信
解
す
る
か
否
か
、
す
な
わ
ち
深
心
を
具
足
し
所
聞
（
の
如
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

寿
量
の
説
示
の
法
門
）
を
受
持
し
て
随
宜
所
説
意
趣
（
ー
如
来
の
寿
命
）
を
識
別

　
　
　
ツ
　
　
て
　
　
ヘ
　
　
へ

し
疑
わ
な
い
と
い
う
こ
と
の
有
無
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　

＊
　
如
来
の
寿
量
の
説
示
の
法
門
を
聴
聞
し
て
深
心
を
も
っ
て
信
解
す
る
と

　
　
　
　
　
も
　
　
パ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

き
、
そ
の
深
心
の
特
相
と
し
て
、
仏
常
在
誉
閣
堀
山
説
法
な
い
し
娑
婆
世
界
宝

　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

樹
行
列
を
観
る
こ
と
が
成
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
点
は
、
如
来
寿
量
品
の
久

遠
偏
の

衆
生

既
信
状
へ
乃
至
）
倶
出
霊
鷲
山
に
照
合
す
る
。
最
重
要
視
す
る
べ
き

こ
と
で
あ
．
る
。

三



　

〈
滅
後

の

五
品

の
第
一
の
随
喜
品
〉

　
お

よ
そ
如
来
の
般
浬
梁
の
後
に
、
こ
の
法
門
を
聴
聞
し
て
殼
些
言
し
な
い
で
、

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ゼ

む
し
ろ
随
喜
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
善
男
子
を
、
わ
れ
は
深
心
に
よ
っ
て
信

解
せ
る
も
の
と
称
す
る
で
あ
ろ
う
（
：
三
竺
邑
ぺ
己
祭
∋
。
（
三
言
旨
芸
（
巨
己
三
め
狂
白

k
u
l
a
，
〇
三
旨
コ
・
．
p
d
a
t
三
｝
、
。
竺
言
窒
3
’
＾
t
　
l
）
，
f
t
l
’
i
l
l
i
l
’
V
I
’
t
．
a
s
｝
J
c
／
・
n
l
p
r
p
　
d
h
a
r
r
n
a
－

p
a
r
y
i
a
y
a
T
l
］
　
g
］
’
u
t
x
．
i
i
　
n
a
　
p
r
．
f
t
t
i
k
＄
e
p
s
y
n
t
y
　
u
t
t
．
f
t
．
r
i
　
c
i
i
l
）
1
i
y
a
i
i
u
m
o
d
a
y
i
s
y
a
n
t
二

又
復
如
来
の
滅
後
に
、
若
し
是
の
経
を
聞
い
て
阻
パ
菩
せ
ず
、
随
喜
の
心
を
起
さ
ん
、
当
に

知

る
べ
し
、
已
に
深
七
解
の
相
と
な
つ
く
、
）
。

　

∧
第

二
の

読
前
品
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ
　
　
　
　
も
　
へ

　
い
わ

ん
や

（
こ
れ
を
）
受
持
し
読
詞
す
る
だ
ろ
う
と
こ
ろ
の
人
々
に
い
う
ま

て
’
、
o
な
い
（
k
a
l
）
　
l
）
U
J
．
l
c
z
J
，
－
v
t
7
t
d
・
　
y
e
　
（
＝
三
，
3
．
．
三
．
三
＝
・
．
・
副
・
・
3
・
三
p
・
三
）
…
…
わ

れ

の

舎
利
に

対

し
て
舎
利
供
養
を
行
っ
た
こ
と
に
な
り
（
三
勃
】
ゴ
。
…
旨
三
9
’
】

S
a
l
’
i
r
．
1
，
勺
三
口
）
、
：
：
：
七
宝
所
成
の
ス
ト
ゥ
パ
を
建
立
し
た
こ
と
に
な
り
（
。
。
ρ
」
二
P

r
，
a
t
n
a
．
－
m
a
y
c
i
S
　
c
a
　
s
t
［
i
p
a
．
h
　
k
A
．
r
i
t
i
t
）
、
…
…
舎
利
ス
ト
ゥ
一
．
ハ
に
対
し
て
…
…
恭

敬
を
行
っ
た
こ
と
に
な
“
Q
　
（
g
a
r
i
r
a
－
s
t
t
i
p
a
’
n
a
i
n
…
g
．
　
a
t
－
l
＾
a
－
r
a
b
　
k
y
t
o
　
b
h
a
v
a
t
i
何

に

況
ん

や
、
之
を
読
涌
し
受
持
せ
ん
者
を
や
。
斯
の
人
に
則
ち
為
れ
如
来
を
頂
戴
し
た
て

ま
っ
ろ
な
り
、
：
…
．
是
の
゜
経
典
ハ
を
受
持
・
読
前
せ
ん
者
は
、
為
れ
巳
に
塔
を
起
て
、
僧
坊

⑬　要　　　　文

1薗蒙
同　　　　　　疋

㌧　　墾
警　　a・

て　〒
涙　亘
勇
話｝
’

㌘
《］

褒

絵

を
造
立
し
、
．
梁
僧
を
供
養
す
る
な
り
。
則
ち
為
れ
仏
舎
利
を
以
て
七
宝
の
塔
を
起
て
、
：
…
・

杜
工
の

供
養
を
作
し
口
る
な
り
）
。

　

〈第
↓
二
の
説
法
品
〉

　
…
…
わ
れ
の
般
浬
磐
の
後
に
、
こ
の
法
門
を
受
持
し
読
諦
し
書
写
し
顕
説
し

て

あ
る
な
ら
ば
、
か
れ
は
…
…
諸
の
精
舎
を
建
立
し
た
こ
と
に
な
　
“
Q
　
（
i
m
a
m

d
l
i
a
r
n
］
a
－
I
）
a
r
〉
，
i
i
y
a
i
p
　
i
n
a
n
i
a
　
p
a
r
i
n
i
r
v
r
t
a
s
y
a
　
d
l
i
i
L
r
a
y
i
t
v
i
i
　
v
a
t
¢
a
y
i
t
v
，
i
　
l
i
k
h
l

it
v
i
t
　
p
r
a
k
：
’
i
g
a
．
〉
，
i
t
x
i
t
’
i
．
　
x
．
i
l
i
a
r
a
　
a
p
i
　
t
e
n
a
…
l
〈
r
t
a
　
b
l
i
a
v
a
t
．
i
…
若
し
我
が
滅
後
に
、

是
の

経
典
、
を
聞
い
て
能
く
受
持
し
、
む
し
は
自
ら
書
ぎ
若
し
は
人
を
し
て
も
書
か
し
む
る

こ
と
ち
．
ら
ん
は
、
則
ち
為
れ
僧
坊
を
起
立
し
、
…
…
）
。

　

〈
第
四
の
兼
行
六
度
品
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
　
さ

　
い
わ

ん

や
、
こ
の
法
門
を
受
持
し
、
布
施
を
も
っ
て
成
就
す
る
か
、
も
し
く

は

持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禅
定
・
般
若
を
も
っ
て
成
就
す
る
か
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
善
男
子
・
善
女
人
は
仏
智
を
成
就
せ
し
め
る
べ
き
一
層
無
量
無
数
な
る
福

徳
の
生
成
を
生
す
る
だ
ろ
う
こ
と
に
、
い
う
ま
で
も
な
い
（
～
i
n
］
a
q
i
　
（
l
h
a
r
i
n
a
－

p
a
r
y
a
r
y
a
i
p
　
d
l
）
i
i
r
a
．
y
a
n
　
d
i
i
n
c
n
a
　
v
t
i
　
s
a
r
p
p
i
t
d
a
y
e
c
～
℃
巨
言
ρ
ぺ
勃
く
勃
g
ヨ
℃
禦
〒

a

y
e
d
　
b
a
h
u
t
，
i
r
a
i
l
）
～
況
ん
や
復
人
あ
っ
て
能
く
是
の
経
を
持
ち
、
兼
ね
て
布
施
・
持

戒
．
忍
辱
．
精
進
・
］
心
・
智
慧
を
行
ぜ
ん
を
や
。
其
の
徳
最
勝
に
し
て
無
量
無
辺
な
ら

ん
）
。

　
　
〈
第
γ
且
の
∴
正
行
⊥
ハ
度
U
川
〉

　

：
：
：
お
よ
そ
こ
の
法
門
を
受
持
し
た
り
読
訥
し
た
り
説
示
し
た
り
書
写
し
た

り
書
写
せ
し
め
た
り
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
善
男
子
’
善
女
人
は
、
あ
た
か
も
…
…

＿　 ・

四



の

如
く
、
仏
智
を
成
就
せ
し
め
る
べ
き
無
量
無
数
な
る
福
徳
の
生
成
を
生
ず
る

だ
ろ
う
（
…
L
h
N
・
a
l
］
1
～
y
c
f
t
　
i
m
a
i
l
i
　
d
l
｝
a
r
m
a
－
p
a
t
　
r
〉
’
t
L
i
y
a
r
p
　
d
h
f
i
，
　
r
a
y
e
d
　
y
i
i
　
v
｛
i
r
a
y
’
e
d

ノ
，
a
L
　
d
e
g
a
y
e
d
　
x
．
i
L
　
l
i
k
h
e
d
　
v
i
i
　
l
i
k
h
t
r
l
y
a
y
e
d
v
a
）
。
そ
の
も
の
ほ
如
来
の
チ
ャ
イ

ト
ヤ
を
恭
敬
す
る
た
め
に
勤
修
し
（
9
合
君
箕
P
冷
p
二
〉
．
9
8
；
ヨ
．
言
二
三
弓
〔
昌
‖

h
i
y
u
k
t
o
　
b
l
i
a
v
e
t
）
　
…
…
忍
辱
を
も
っ
て
成
就
し
（
5
鋤
三
｝
．
劫
8
呂
「
三
勾
ξ
9
）

…
…
仏
法
を
求
め
て
静
慮
を
修
す
る
も
の
と
な
．
＝
　
（
b
u
d
d
h
p
－
d
l
i
a
i
，
l
l
l
c
l
－
p
a
r
y
e
＄
＝

tyiL
　
d
h
y
i
i
y
i
　
c
a
　
b
l
i
a
x
．
e
t
）
…
…
問
難
を
分
解
す
る
の
に
巧
み
と
な
り
百
千
億
那

由
他
の
問
難
に
解
答
す
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
（
］
）
「
ぼ
コ
p
－
弓
「
p
三
三
〔
一
p
を
F
ア
巳
寡

c

a
　
b
h
a
v
e
t
　
p
r
a
“
n
：
i
～
　
∫
↑
多
ρ
¢
曇
ご
ヨ
三
旨
「
冒
尾
〔
5
）
。
…
…
お
よ
そ
あ
．
る
菩
薩

摩
詞
薩
は

如

来
の
般
浬
葉
の
後
に
、
こ
の
法
門
を
受
持
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
に

よ
っ
て
讃
説
さ
れ
た
か
く
の
如
き
の
功
徳
が
あ
る
で
あ
ろ
う
（
尾
9
吉
ζ
逐
ρ
・

c
i
d
～
　
i
n
i
a
n
i
　
d
h
a
r
n
i
a
－
p
a
r
y
a
y
a
i
p
－
v
　
d
h
O
r
a
y
a
t
a
　
i
m
a
　
e
v
a
i
p
－
r
L
L
p
a
　
g
u
i
］
a

bha
v
e
yu
r
　
y
e
　
i
n
a
y
a
’
　
p
a
r
i
k
i
r
t
i
t
t
l
l
）
。
…
…
か
の
善
男
子
・
善
女
人
が
立
っ

た
り
坐
っ
た
り
歩
ん
だ
り
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
如
来
の
た
め
に
チ
ャ
イ
ト
ヤ
を

起
て
る
べ
き
で
あ
？
Q
。
　
1
・
て
し
て
天
を
有
す
る
世
間
は
「
こ
れ
は
如
来
の
ス
ト
ゥ

パ

で
あ
る
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
～
t
a
t
h
t
i
g
a
t
a
n
i
　
u
d
d
i
S
y
a
　
c
a
i
t
y
a
n
i
　
k
a
r
t
＝
＝

a
v
y
a
i
p
　
t
a
t
h
a
g
a
t
a
－
s
t
O
p
o
　
’
y
a
T
n
　
i
t
i
　
c
a
　
s
a
　
v
a
k
t
a
v
y
．
f
t
h
　
s
a
（
l
e
v
a
k
e
n
a
　
l
o
k
e
＝

］
）

6ti）。

　
（
若
し
人
是
の
゜
経
を
読
踊
し
受
持
し
、
他
人
の
為
に
説
き
、
若
し
は
自
ら
も
書
き
若
し
は

人

を
し
て
も
書
か
し
め
、
復
能
く
塔
を
起
て
及
び
僧
坊
を
造
り
、
…
…
忍
辱
に
し
て
…
…

常
に
坐
禅
を
貴
び
諸
の
深
定
を
得
、
利
根
智
慧
に
し
て
善
く
問
難
を
答
へ
ん
。
…
…
若

　
　
　
　
　
法
華
経
に
お
け
る
上
慢
の
四
衆
と
の
関
係
よ
ー
ー
見
た
ろ
菩
薩
行
（
そ
の
五
）
（
伊
藤
）

し
我
が
滅
後
に
、
諸
の
況
男
．
丁
・
善
女
人
、
是
の
経
典
を
受
持
・
読
訥
せ
ん
者
、
復
是
の

如
き
諸
の
善
功
徳
あ
ら
ん
。
…
…
是
の
善
男
子
・
善
女
人
の
若
し
は
坐
し
若
し
は
立
し
若

し
は
経
行
せ
ん
処
、
此
の
中
に
ば
便
ち
塔
を
起
っ
べ
し
。
　
一
切
の
天
人
皆
供
養
す
る
こ

と
、
諸
の
塔
の
如
く
す
べ
し
、
）

　
θ

　
お
よ
そ
人
中
の
導
師
が
滅
度
し
た
と
き
、
こ
の
経
を
受
持
す
る
な
ら

　
　
（
y
a
　
i
d
a
T
p
　
c
l
h
i
i
i
’
a
y
e
t
　
s
（
L
t
r
a
n
i
　
n
i
r
N
，
v
t
e
　
n
a
r
a
－
n
a
’
y
p
k
e
）
、
（
か
れ
の
）
福

　
　
徳
の
集
ま
り
は
無
辺
で
あ
る
（
p
u
l
）
y
a
－
s
k
a
n
c
l
h
o
　
a
p
a
r
｝
、
a
n
g
）
と
、
わ
れ

　
　
は
く
り
か
え
し
説
い
た
（
若
し
我
が
滅
度
の
後
に
　
能
く
此
の
経
を
奉
持
せ
ん

　
　

斯
の
人
の
福
無
蛍
な
る
こ
と
　
上
の
所
説
の
如
し
）
。

　
㈱
　
か

れ
は

わ

れ
に

供
．
養
を
作
し
遺
骨
の
塔
を
造
っ
た
こ
と
に
な
る
（
｝
）
三
篇

　
　
8
ヨ
。
三
芸
切
言
コ
但
合
筋
［
『
°
。
言
勺
曇
6
ρ
六
勾
ユ
9
ゲ
日
疋
れ
則
ち
為
れ
　
一
切
の

　
　
諸
の
供
養
を
具
足
し
　
舎
利
を
以
て
塔
を
起
て
）
。

　
　
　
．
　
●
　
－
　
－
　
－
　
－
　
－
　
修
　
－
　
－
　
－
　
－

　
60

　
順
り
な
く
悪
口
な
く
チ
ャ
イ
ト
ヤ
に
恭
敬
し
（
B
｛
蔓
ρ
切
目
ヨ
σ
q
ρ
ξ
p
く
。

　
　
s
t
h
i
t
a
l
．
i
）
、
諸
比
丘
に
常
に
謙
下
し
増
上
慢
を
い
だ
か
ず
解
怠
な
く
（
昌
7

　
　
d
h
i
n
i
a
n
i
　
n
a
　
c
t
／
｛
l
a
s
a
h
）
、
　
…
…
（
阪
ら
ず
悪
U
せ
ざ
ら
ん
を
や
　
塔
廟
を
恭
敬

　
　

し
諸
の
比
丘
に
謙
下
し
て
、
白
高
の
心
を
遠
離
し
）
…
…

　
60

　
智
慧
あ
っ
て
勇
健
に
し
て
問
難
さ
れ
て
怒
ら
ず
（
苫
ど
呂
v
a
r
p
s
　
c
a
l
v
a

　
　
d
h
i
r
a
g
　
c
a
　
p
r
a
“
n
a
i
p
　
p
r
s
t
o
　
n
a
　
k
u
p
y
a
t
i
）
、
憐
懲
の
覚
慧
あ
り
て

　
　
（
k
r
p
i
L
－
b
u
d
d
h
i
）
随
順
し
て
生
類
に
説
示
し
よ
う
（
常
に
智
慧
を
思
惟
し
　
問

　
　
難
す

る
こ
と
あ
ら
ん
に
順
ら
ず
　
随
順
し
て
為
に
解
説
せ
ん
）
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
一
五



　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
二
十
一
号
）

㈲
　
だ

れ
か

か

か

る
人
あ
り
て
、
こ
の
経
を
受
持
す
る
な
ら
ば
（
属
ゲ
切
三
8
ヨ

　
d
h
i
r
a
y
e
c
l
　
i
d
a
m
）
、
そ
の
人
の
福
徳
の
集
ま
り
の
量
は
知
ら
れ
な
い
（
コ
ρ

　
t
a
s
y
a
　
p
u
o
y
a
－
s
k
a
n
d
h
a
g
．
y
a
　
p
r
a
m
a
－
n
a
m
　
u
p
a
l
a
b
h
y
a
t
e
　
I
I
　
5
6
　
I
l
　
＄
1
“
し
能

　
く
是
の
行
を
行
ぜ
ば
　
功
徳
量
る
べ
か
ら
ず
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
へ

岡
　
若

し
だ
れ
か
あ
る
人
が
、
こ
の
経
を
受
持
し
つ
つ
あ
る
、
か
か
る
法
師

　
を
見
る
な
ら
ば
、
か
れ
に
恭
敬
を
な
す
べ
き
で
あ
る
（
｝
・
註
二
6
ζ
言
コ
2
昌

　
p
a
“
．
　
y
e
d
　
i
d
T
g
a
n
i
　
d
l
）
a
r
m
a
－
b
h
a
］
］
a
k
a
m
　
］
　
d
h
f
i
．
r
a
y
a
n
t
a
m
　
i
d
a
r
p
　
s
t
i
t
r
a
r
p

　
k
u
r
y
a
d
　
v
a
！
t
a
g
．
y
a
　
s
a
t
－
1
〈
r
i
y
i
．
m
1
］
　
o
r
7
＝
　
若
し
此
の
法
師
の
　
是
の
如
き
徳

　
を
成
就
せ
る
を
見
て
ぱ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

㈲
　
…
…
そ
の
両
足
を
頂
礼
し
て
、
　
r
こ
の
か
た
は
如
来
で
あ
る
」
と
い
う

　
想
い
を
生
ず
る
べ
き
で
あ
る
（
ヨ
コ
巳
］
＞
8
旬
ξ
コ
巳
穿
ρ
〔
ρ
富
薯
c
。
冨
△
ρ
戸

　
t
a
t
h
5
g
a
t
o
　
i
y
a
r
r
t
　
j
a
n
f
t
．
　
y
e
t
a
　
s
a
r
p
j
f
i
a
n
m
　
i
一
　
5
8
　
　
頭
面
に
足
を
接
し
て
礼
し

　
心

を
生
じ
て
仏
の
想
の
如
く
に
す
べ
し
o
『
心
に
仏
の
如
し
と
の
想
い
を
生
ず
べ

　
し
、
…
…
常
想
ゴ
念
之
　
如
来
最
勝
一
）
。
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か
れ
を
見
て
、
そ
の
と
き
、
思
惟
す
る
べ
き
で
あ
る
。
「
…
…
諸
天
を

　
ふ

く
む
世
間
の
利
益
の
た
め
に
、
か
れ
は
吉
祥
な
る
無
上
の
菩
提
を
正
覚

　
す
る
で
あ
ろ
う
」
P
J
　
（
d
r
s
！
v
a
　
c
a
　
t
a
m
　
c
i
n
t
a
y
i
　
t
a
s
m
i
　
k
a
r
l
e
…
b
u
d
h
i
＄
－

　
y
a
t
e
　
b
o
d
h
i
m
　
a
n
u
t
t
a
r
a
r
p
　
g
．
i
v
a
－
m
，
　
h
i
t
a
－
．
．
a
　
l
o
k
a
s
y
a
　
g
．
a
d
e
v
a
k
a
s
y
a

　
I
I
　
5
g
ニ
　
ス
応
に
是
の
念
を
作
す
べ
し
「
：
：
：
無
漏
無
為
を
得
　
広
く
諸
の
天
人

　
を
利
せ
ん
」
と
）
。

一
六

　
解
析
構
成

　
＠
　

〈
肯
定

さ
れ
る
対
象
と
し
て
の
人
間
像
は
聴
聞
随
喜
な
い
し
勤
修
六
度

の

善
男
子
・
善
女
人
に
し
て
法
師
で
あ
る
〉

　
善
男
子
・
善
女
人
に
し
て
、
如
来
の
滅
後
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ

　

〈
第
一
の
随
喜
品
〉
こ
の
法
門
を
聴
聞
し
て
…
…
随
喜
す
る
（
昌
言
§
已
ヨ
。
‖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　
　
も

△

3
身
ぺ
p
「
三
起
二
随
喜
心
二
な
ら
ば
、
深
心
に
よ
っ
て
信
解
せ
る
も
の
（
註
｝
偏
㌣

亦
3
受
ま
己
三
／
言
深
心
解
相
）
で
あ
．
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
て
　
　
ヤ

　

〈第
二
の
読
前
品
〉
受
持
し
読
訥
す
る
（
〔
＝
緬
養
）
言
苫
三
」
ー
・
9
p
工
蔓
ρ
三
［
）
な

ら
ば
、
仏
舎
利
に
対
し
て
舎
利
供
養
（
s
a
r
l
r
a
‘
p
u
j
a
）
を
行
い
舎
利
塔
（
旨
昆
P

°・

三
㊦
p
）
を
建
立
し
恭
敬
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
（
8
こ
る
叶
●
ゴ
ζ
ε
ピ
夢
♂
ρ
ε
g

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　

〈
第
三
の
説
法
品
〉
受
持
し
…
…
．
顕
説
し
V
’
　
（
p
r
a
k
a
S
a
y
i
t
＜
a
）
あ
る
な
ら
ば

…
…
諸
の
精
舎
を
起
て
た
こ
と
に
な
“
（
）
　
（
v
i
h
E
r
a
－
－
・
k
r
t
a
J
　
b
h
a
v
a
n
t
i
為
レ
起
ユ
立

僧
坊
一
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
へ

　

〈
第
四
の
兼
行
六
度
〉
受
持
し
て
布
施
（
乃
至
）
般
若
（
の
六
度
）
を
も
っ
て

成
就
す
る
（
合
コ
9
ρ
ち
～
p
r
a
．
j
i
i
a
y
a
　
v
E
　
s
a
r
p
p
a
r
d
a
y
c
t
）
な
ら
ば
、
仏
智
を
成

就

す
る
べ
き
一
層
無
量
無
数
な
る
福
徳
の
生
成
を
生
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
て
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
パ

　

〈
第
五
の
正
行
六
度
〉
受
持
（
乃
至
）
書
写
し
書
写
せ
し
め
た
り
す
る
、
す
な

わ

ち
し
か
も
如
来
の
チ
ャ
イ
ト
ヤ
を
恭
，
M
．
　
（
s
a
t
k
5
r
a
）
す
る
べ
く
勤
修
（
p
げ
三
‖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ひ

y
u
l
c
t
i
＝
布
施
バ
ラ
．
・
・
ッ
）
し
（
乃
至
）
問
難
に
解
答
す
s
u
　
（
－
般
若
バ
ラ
l
t
r
ッ
）
も
の

と
な
る
な
ら
ば
…
…
福
徳
の
生
成
を
生
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
て

　
⑨
　
要
を
以
x
’
　
F
”
！
”
：
す
る
な
ら
ば
、
θ
・
㈱
こ
の
経
を
受
持
す
る
（
己
p
日



dh
a
r
a
y
e
t
　
s
i
－
］
t
r
a
r
p
能
奉
ゴ
持
此
経
一
）
な
ら
、
㈱
仏
に
供
養
（
p
u
　
j
a
）
を
作
し
遺
骨

塔
（
（
吉
巴
已
品
｛
三
ε
才
ピ
造
っ
た
（
以
二
舎
利
一
起
レ
塔
）
こ
と
に
な
り
、
6
0
チ
ャ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
て
　
　
ヘ

ヤ

を
恭
敬
し
〔
恭
訊
恨
於
塔
廟
二
増
上
慢
を
い
だ
か
ず
（
コ
竺
三
∋
翻
三
コ
遠
コ
離
．
り
尚

心

二

（乃

至
）
6
0
知
且
．
心
あ
っ
て
（
で
「
ど
コ
三
・
竺
思
・
陥
智
已
二
…
…
問
難
あ
っ
て
も

奴
心
ら
ず
ぱ
‥
殴
心
の
脾
見
彗
ピ
の
り
（
k
　
r
l
〉
［
L
－
l
）
u
d
＾
l
h
i
n
）
：
：
：
“
生
粕
〔
に
説
．
小
す
る
な
・
ら
、
福

川偲
の
隼
〔
ま
り
ば
冊
｛
凋
三
＼
あ
る
（
I
）
U
I
）
〉
，
a
－
g
．
　
k
a
n
d
h
o
　
a
p
a
r
〉
J
a
n
t
o
　
／
｛
無
畦
）
、

　
り

　
③

　
か

く
て
要
す
る
r
2
、
経
文
中
、
滅
後
の
五
品
の
中
、
第
五
の
正
行
六
度
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

の

末
尾

に
、
「
善
薩
摩
詞
薩
（
ー
善
男
＋
・
善
女
人
）
に
し
て
、
如
来
の
滅
後
に
、
こ

ヤ

　
　

パ

　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ゼ
　
　
ゼ
　
　
ヘ
　
　
へ

の

法
門
を
受
持
す
る
な
ら
ば
（
一
三
・
目
（
三
沿
「
∋
p
］
・
〔
5
．
3
1
①
己
～
ご
耳
受
コ
持
読
斗
翻

是
経
典
一
者
）
、
わ
れ
（
如
来
）
に
よ
っ
て
讃
説
さ
れ
た
か
く
の
如
き
功
徳
が
（
ぬ
u
T
M
t
h

諸
善
功
徳
）
あ
る
だ
ろ
う
一
と
あ
り
、
「
善
男
．
士
・
善
女
人
の
立
ち
坐
し
歩
む
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
へ
　
　
ひ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ろ
に
は
、
如
来
の
た
め
に
チ
ャ
イ
ト
ヤ
（
　
　
ヰ
　
　
　
　
　
　
い
ヘ
ゴ
c
a
一
［
｝
．
祭
〃
ー
）
を
起
て
、
そ
れ
に
如
来
の

ス

ト
ゥ
’
〈
　
（
t
a
t
l
｝
i
i
g
a
t
a
－
：
t
L
i
p
a
仏
之
塔
）
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
一
と
あ
る

の

は
、
五
品
の
行
の
基
調
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
総
相
（
但
言
ご
と
し

　
　
　
も
　
　
ぴ

て
受
持
を
強
調
し
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
．
、
し
か
も
1
8
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ゐ
　
　
て
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ゼ

の

O
に

よ
り
「
こ
の
経
を
受
持
し
つ
つ
％
“
　
v
Q
　
（
d
h
i
i
r
a
y
a
t
　
i
d
c
i
T
p
　
g
．
　
t
’
］
t
r
a
r
p
）
も
の

　
　
　
へ
　
　
て

が
＃4

師
　
（
d
h
a
r
m
a
－
）
h
i
i
　
i
］
　
a
k
a
）
と
し
て
恭
敬
（
苔
二
ρ
「
三
勃
）
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
、
悶
・
6
9
に
よ
り
［
世
間
の
利
益
（
h
i
t
a
y
a
l
o
k
a
s
y
a
）
　
O
“
た
め
に

無
上
菩
提
を
正
覚
す
る
だ
ろ
う
（
ピ
u
d
h
i
＄
y
a
t
e
　
b
o
c
＝
l
i
T
l
l
　
a
u
u
t
t
a
．
　
1
，
助
ヨ
）
か
ら
、

パ

　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
ゼ
　
ひ

如
来
（
に
等
し
い
も
の
）
で
あ
る
と
想
念
（
・
。
巴
三
弓
）
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

　

　

　

　

法
華
経
に

お

け
，
o
上
慢
の
四
衆
と
の
関
係
。
〈
り
見
た
る
菩
薩
行
（
そ
の
五
）
（
伊
藤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
へ

と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
今
経
の
受
持
が
法
師
の
根
本
属
性
で
あ

り
、
法
師
を
し
て
無
L
書
提
を
正
覚
せ
し
め
る
根
本
要
件
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か

　
⑤

　
〈
否
定
の
対
象
と
な
る
人
間
像
V
は
6
0
に
よ
り
、
阪
4
“
　
（
k
r
i
”
）
d
h
a
n
a
）
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
モ
　
　
め
　
　
ゼ
　
　
へ

り
、
悪
口
（
三
か
r
三
乙
あ
り
…
…
増
上
慢
を
い
だ
き
（
p
・
」
三
∋
目
三
自
高
心
）
僻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ト
　
し

怠
あ
る
（
a
l
a
s
a
）
も
の
で
、
こ
の
法
門
を
聴
聞
し
て
股
砦
I
，
A
？
Q
　
（
p
r
a
t
i
－
～
k
＄
i
p
）

も
の
て
あ
る
t
　
）
．
　
J
a
k
ら
れ
よ
う
’

　
◎
　
か
く
し
て
聴
聞
随
喜
な
い
し
勤
修
六
度
の
善
男
子
・
善
女
人
（
1
1
菩
陸
）

に

し
て
法
師
な
る
も
の
と
増
上
慢
を
い
だ
け
る
も
の
と
の
決
定
的
な
分
岐
点
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

如
来
の
寿
量
の
説
．
小
の
法
閂
（
1
1
法
華
経
）
を
聴
聞
し
受
持
（
1
1
随
喜
〈
1
1
深
心
に

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

よ
る
信
解
〉
・
受
持
・
．
砿
．
汕
・
顕
説
）
す
る
か
否
か
、
如
来
の
た
め
に
ス
ト
ゥ
パ
と

し
て
チ
ャ
イ
ト
ヤ
（
塔
廟
）
を
起
て
る
か
否
か
に
あ
る
。

（
1
）
タ
、
、
i
’
・
，
　
p
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2
S
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，
　
t
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p
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・
9
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，
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・
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正
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四
c
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b
、
国
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一
二
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兵
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（
2
）
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．
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一
．
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）
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に
芒
！
、
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O
I
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〕
°
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、
°
　
L
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7
．
　
I
g
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五
b
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四
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ハ
b
、
国
訳
一
二
五
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一
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七
頁
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